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「
中
小
企
業
が
大
切
に
し

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
、
売
上
や
生
産
数
量
と
い

っ
た
数
を
追
う
こ
と
で
は
な

く
、
い
か
に
付
加
価
値
を
高

め
ら
れ
る
か
で
あ
る
。
大
手

と
同
じ
こ
と
を
し
て
も
コ
ス

ト
競
争
で
は
敵
わ
な
い
。
た

だ
、
そ
う
し
た
付
加
価
値
は

技
術
が
な
け
れ
ば
提
供
で
き

な
い
し
、
高
め
ら
れ
な
い
。

し
た
が
っ
て
こ
れ
か
ら
も
技

術
を
磨
き
続
け
て
い
く
こ
と

に
な
る
。
大
手
は
市
場
規

模
が
一
定
の
水
準

に
達
し
な
い
と
、

参
入
は
し
て
こ
な

い
。
言
い
換
え
れ

ば
、
小
さ
な
市
場

を
開
拓
・
創
造
で

き
れ
ば
高
い
成
長

性
を
見
出
せ
る
と

い
う
こ
と
だ
。
小

さ
な
市
場
を
つ
く
る
た
め
の

技
術
向
上
こ
そ
、
私
た
ち
が

取
り
組
む
べ
き
こ
と
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
付
加
価
値
を
生
み

出
す
に
は
、
発
想
の
転
換
も

必
要
で
あ
る
が
、
人
は
困
難

に
直
面
す
る
こ
と
で
知
恵
を

絞
る
よ
う
に
な
る
。
マ
イ
ナ

ス
を
プ
ラ
ス
に
変
え
る
発
想

や
ア
イ
デ
ア
が
湧
い
て
く
る

よ
う
な
会
社
を
今
後
も
目
指

し
て
い
き
た
い
」（
三
木
相

談
役
）

　

懇
親
会
で
は
、
経
済
産
業

省
商
務
・
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー

プ
生
物
化
学
産
業
課
の
下
田

裕
和
課
長
に
よ
る
「
激
化

す
る
国
際
競
争
と
我
が
国

バ
イ
オ
産
業
の
競
争
力
強

化
に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
講
演
も
開
か
れ

た
。

　

堀
田
一
夫
理
事
長
（
堀

田
勘
兵
衛
商
店
社
長
）は
、

「
コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
、

出
席
者
の
人
数
を
減
ら
し

な
が
ら
の
開
催
に
な
っ
た

が
、
講
演
や
講
話
な
ど
か

ら
新
し
い
世
界
を
開
く
き

っ
か
け
を
つ
か
ん
で
も
ら

い
た
い
」
と
話
し
、
志
水

双
葉
副
理
事
長
（
フ
タ
バ

化
学
会
長
）
も
「
ま
だ
ま

だ
逆
境
に
あ
る
が
、
今
年

の
干
支
『
癸
卯
』
は
、
努

力
が
花
開
く
１
年
と
言
わ

れ
て
い
る
。
私
た
ち
業
界

も
実
り
多
い
１
年
に
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
出
席

者
ら
を
鼓
舞
し
た
。

役
の
選
任
を
内
定
し
た
。
新

体
制
に
よ
り
、
取
締
役
会
の

実
効
性
を
高
め
る
。
な
お
、

こ
れ
ら
の
役
員
人
事
は
、
３

月
24
日
に
開
催
予
定
の
定
時

株
主
総
会
、
取
締
役
会
、
監

査
役
会
で
正
式
に
決
定
さ
れ

る
。

　

新
任
代
表
取
締
役
／
代
表

取
締
役 

専
務
執
行
役
員 

根

来
昌
一
（
経
営
財
務
（
会
計

財
務
、
構
造
改
革
推
進
、
購

買
、
人
財
戦
略
）
担
当
）

　

新
任
取
締
役
／
取
締
役 

専
務
執
行
役
員 

西
口
徹（
コ

ン
シ
ュ
ー
マ
ー
プ
ロ
ダ
ク
ツ

事
業
統
括
部
門 

副
統
括
）

　

社
外
取
締
役
／
西
井
孝
明

（
味
の
素 

特
別
顧
問
）

　

退
任
取
締
役
／
①
竹
内
俊

昭
（
代
表
取
締
役 

専
務
執

行
役
員
、
花
王
グ
ル
ー
プ
カ

ス
タ
マ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ 

代
表
取
締
役 
社
長
執
行
役

員
）

　

な
お
、
花
王
グ
ル
ー
プ
カ

ス
タ
マ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ 

代
表
取
締
役 

社
長
執
行
役

員
に
は
、
株
主
総
会
・
取
締

役
会
の
決
議
を
経
て
、
３
月

24
日
付
で
中
尾
良
雄
氏
（
執

行
役
員 

花
王
グ
ル
ー
プ
カ

ス
タ
マ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ 

　

▪
小
林
製
薬
、
役
員
・
人

事
異
動
（
３
月
30
日
付
・
３

月
30
日
付
予
定
）

　

〈
役
員
の
異
動
（
３
月
30

日
付
予
定
）〉

　

監
査
役
（
新
任
候
補
）／

森
脇
純
夫
（
現 

石
井
法
律

事
務
所 

パ
ー
ト
ナ
ー
弁
護

士
）

　

執
行
役
員
（
同
）／
国
際

事
業
部
長
（
国
際
事
業
部 

欧
米
戦
略
部
長 

兼 

Ｋ
Ｏ
Ｂ

Ａ
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ 

Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｌ

Ｔ
Ｈ
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｅ 

Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ

Ｒ
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｌ 

Ｉ

Ｎ
Ｃ
．
社
長
）
豊
田
賀
一
▽

信
頼
性
保
証
本
部
長
（
信
頼

性
保
証
本
部
長
）
渡
邊
淳
▽

松
嶋
雄
司 

中
央
研
究
所
長

▽
山
下
健
司 

製
造
本
部
長

▽
石
戸
亮 

Ｃ
Ｄ
Ｏ
ユ
ニ
ッ

ト
長

　

退
任
予
定
／
社
外
監
査
役 

酒
井
竜
児
▽
執
行
役
員 

西

岡
哲
志

　

〈
人
事
異
動
（
３
月
30
日

付
）〉

　

国
際
事
業
部 

欧
米
戦
略

部
長 

兼 

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｓ

Ｈ
Ｉ 

Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ｈ
Ｃ
Ａ

Ｒ
Ｅ 

Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｌ 

Ｉ
Ｎ
Ｃ
． 

社

長
（
国
際
事
業
部 

国
際
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
開
発
部
長
）

秋
田
浩
司
▽
国
際
事
業
部 

国
際
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
開

発
部
長
（
国
際
事
業
部
国
際

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
開
発
部 

国
際
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
３
グ

ル
ー
プ
長
）
赤
井
秀
考

年
の
化
粧
品
業
界
は
、
さ
ら

な
る
回
復
成
長
に
向
け
た
流

れ
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
期
待
し
て
い
る
」
と
話

し
た
。

　

さ
ら
に
、
協
会
の
中
期
的

な
課
題
と
し
て
、「
ま
ず
、

副
社
長
執
行
役
員
）
が
就
任

す
る
。

　

②
松
田
知
春
（
代
表
取
締

役 

専
務
執
行
役
員
、
コ
ン

シ
ュ
ー
マ
ー
プ
ロ
ダ
ク
ツ
事

業
統
括
部
門
統
括
、
花
王
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
サ
ー

ビ
ス
担
当
）

　

新
任
監
査
役
／
常
勤
監
査

役 

和
田
康
（
同
社
特
命
フ

ェ
ロ
ー
）

　

退
任
監
査
役
／
青
木
秀
子

（
同
社
常
勤
監
査
役
）

　

新
役
員
体
制
（
３
月
24
日

付
）／
取
締
役
会
長 

澤
田
道

隆
▽
代
表
取
締
役 

長
谷
部

佳
宏
▽
代
表
取
締
役 

根
来

昌
一
▽
取
締
役 

西
口
徹
▽

取
締
役 

デ
イ
ブ
・
マ
ン
ツ

▽
社
外
取
締
役 

篠
辺
修
▽

社
外
取
締
役 

向
井
千
秋
▽

社
外
取
締
役 

林
信
秀
▽
社

外
取
締
役 

桜
井
恵
理
子
▽

社
外
取
締
役 

西
井
孝
明

　

屋
外
で
の
マ
ス
ク
着
用

が
原
則
不
要
と
な
る
日
ま

で
ち
ょ
う
ど
あ
と
半
月
と

な
っ
た
。
集
団
感
染
を
抑

え
る
た
め
の
教
え
を
守
り

着
用
し
て
き
た
マ
ス
ク

を
、
あ
る
日
を
境
に
個
人

の
判
断
に
委
ね
る
こ
と
に

な
れ
ば
、
集
団
と
個
人
の

関
係
に
つ
い
て
考
え
を
巡

ら
せ
て
過
ご
し
て
い
る
。

　

「
そ
の
日
」
へ
の
カ
ウ

ン
ト
ダ
ウ
ン
が
進
む
中
、

凡
庸
な
40
代
脳
で
は
答
え

が
出
せ
そ
う
に
な
く
、
仕

舞
い
に
は
「
そ
ん
な
こ
と

で
は
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
社
会
を
目
指
す
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
達
成
な
ん
て
夢
の
ま

た
夢
で
は
な
い

か
」
と
か
「
お

肌
の
こ
と
を
考

え
た
ら
マ
ス
ク

着
脱
の
繰
り
返

し
っ
て
ど
う
な

の
。
環
境
問
題
を
考
え
た

ら
１
日
の
マ
ス
ク
使
用
量

が
増
え
て
し
ま
う
の
っ

て
、
ね
ぇ
ど
う
な
の
？
」

な
ど
ト
レ
ン
ド
感
の
あ
る

言
葉
を
入
れ
込
み
屁
理
屈

じ
み
た
こ
と
の
１
つ
や
２

つ
呟
き
た
く
な
る
。だ
が
、

そ
れ
に
対
し
て
「
今
は
個

性
の
時
代
、
マ
ス
ク
を
す

る
・
し
な
い
も
含
め
多
様

性
社
会
だ
」
と
か
「
エ
シ

カ
ル
し
よ
う
よ
」
な
ど
似

た
よ
う
な
呟
き
反
論
も
可

能
で
あ
り
、
ど
つ
ぼ
に
は

ま
っ
て
い
る
当
の
本
人

は
、
風
邪
を
引
く
の
は
５

年
に
１
度
あ
れ
ば
い
い
方

で
、
花
粉
症
に
悩
む
こ
と

も
な
く
、
人
生
で
マ
ス
ク

経
験
が
極
端
に
少
な
い
こ

と
を
言
い
訳
に
、
３
年
間

の
マ
ス
ク
生
活
で
い
ま
だ

に
長
時
間
着
用
に
慣
れ

ず
、
気
づ
け
ば
マ
ス
ク
は

顎
に
あ
る
始
末
。
幸
い
に

も
適
所
で
の
予
防
は
で
き

て
い
る
よ
う
で
、
体
感
的

に
は
通
勤
電
車
の
う
た
た

寝
で
う
っ
か
り
よ
だ
れ
を

垂
ら
し
た
時
に
マ
ス
ク
の

あ
り
が
た
み
を
一
番
に
感

じ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ

は
さ
て
お
き
、冒
頭
の「
集

団
と
個
人
の
関
係
」
で
あ

る
。

　

要
は
、
個
人
の
集
団
意

識
の
差
異
は
な
く
せ
る
か

ど
う
か
の
問
題
で
あ
る
。

家
族
や
友
人
な
ど
特
定
少

数
で
は
実
現
可
能
性
は
あ

る
が
、
不
特
定
多
数
と
な

る
と
や
は
り
不
可
能
か
。

そ
う
し
た
曖
昧
さ
に
あ
っ

て
、
今
回
の
マ
ス
ク
問
題

の
解
決
策
を
妄
想
的
に
思

案
す
れ
ば
、
定
着
し
た

女
性
専
用
車
両
や
分
煙

ス
ペ
ー
ス
に
倣

い
、
マ
ス
ク
フ

リ
ー
車
両
、
マ

ス
ク
厳
守
ス
ペ

ー
ス
を
取
り
入

れ
る
。
は
た
ま

た
、
マ
ス
ク
し
ま
せ
ん
！

カ
ー
ド
を
ぶ
ら
下
げ
、
集

団
環
境
で
は
Ａ
Ｉ
に
都
度

聞
く
。
ど
ち
ら
も
今
な
ら

受
け
入
れ
ら
れ
る
風
潮
に

あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

そ
れ
が
い
い
社
会
か
ど
う

か
は
別
に
し
て
。　　
（
菅
）

異
論
マ
ス
ク

全
産
業
に
求
め
ら
れ
る
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
へ
の
対
応
や
、
そ
れ
に

関
連
し
た
取
り
組
み
が
挙
げ

ら
れ
る
。
ま
た
、
世
界
に
目

を
向
け
る
と
、
中
国
の
Ｎ
Ｍ

Ｂ
Ａ
規
制
の
執
行
や
、
Ｅ
Ｕ

を
中
心
と
し
た
環
境
や
人
体

に
関
す
る
新
た
な
規
制
の
施

行
な
ど
、
様
々
な
規
制
や
環

境
に
関
す
る
対
応
が
、
今
後

は
よ
り
一
層
求
め
ら
れ
て
く

る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
中
長

期
的
な
課
題
に
対
し
て
は
、

業
界
団
体
と
し
て
会
員
企
業

の
皆
様
、
さ
ら
に
は
政
府
諸

機
関
と
も
連
携
し
て
対
応
し

て
い
き
な
が
ら
、
成
長
に
つ

な
げ
る
た
め
の
工
夫
を
し
て

い
き
た
い
」
と
今
後
の
意
気

込
み
を
語
っ
た
。

　

▪
花
王
、
代
表
取
締
役
の

異
動
、
役
員
人
事
（
３
月
24

日
付
）

　

花
王
は
、
取
締
役
会
の
多

様
性
を
確
保
し
、
監
督
機
能

を
強
化
す
べ
く
、
社
外
取
締

役
候
補
者
１
名
を
増
員
し
、

社
内
取
締
役
５
名
、
社
外
取

締
役
５
名
の
計
10
名
の
取
締

　

会
の
冒
頭
、
挨

拶
に
登
壇
し
た
松

本
俊
亮
会
長
（
マ

ツ
モ
ト
交
商
社

長
）
は
、「
コ
ロ

ナ
禍
か
ら
開
け
つ

つ
あ
る
中
で
、
今

　
化
粧
品
原
料
協

会
は
１
月
26
日
、

恒
例
の
新
年
会「
春
風
の
集
い
」を
実
施
し
、

原
料
メ
ー
カ
ー
・
商
社
な
ど
の
会
員
企
業
が

参
集
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
て
昨
年
ま
で

は
開
催
を
見
送
っ
て
い
た
が
、
今
年
は
感
染

対
策
を
行
っ
た
上
で
開
催
し
た
。

春風の集いを開催 化
粧
品
原
料
協
会

　
日
本
石
鹸
洗
剤
工
業
組
合
は
１
月
24
日
、
都
内
で
新
春
懇
親
会
を
開
催
し
、
組
合

を
構
成
す
る
中
小
企
業
の
成
長
可
能
性
に
つ
い
て
三
木
晴
雄
相
談
役
（
玉
の
肌
石
鹸

会
長
）
に
よ
る
講
話
を
実
施
し
た
。

新
春
懇
親
会
を
開
催

さ
ら
な
る
技
術
向
上
で
小
さ
な
市
場
を

開
拓
し
高
い
成
長
性
の
実
現
へ

石
洗
組
合

三木相談役


